
PDF issue: 2024-07-24

<書誌> 改訂増補・佐藤信衛著作目録

竹内, 昭

(出版者 / Publisher)
法政大学言語・文化センター

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
言語と文化 / 言語と文化

(巻 / Volume)
8

(開始ページ / Start Page)
73

(終了ページ / End Page)
93

(発行年 / Year)
2011-01-10



7３ 

《書誌》

改訂増補・佐藤信術著作|=|録

竹内｜Ⅲ

（/I:膿偏術（1905-1989）は，１９２８年３）j東京帝国大学文学部哲学科を卒業，

同イド４)]に＃〔〕;(女子Imi範学校（ﾘl・お茶の水女子大学）の:＃nlliに就([した。同時

)01に来京↑ifln大学文学部村学研究室「哲学会」委員として，liTl会細集発行の

｢哲学雑誌」（V+波下!}Ali発売のち発行）の編集者を務めるなど，三1:としてここを拠

点として研究iWmリノを||｜]始した。１９３９ｲl：`lIjに谷111徹三のり|きで法政大学法文

学部識Iilliに転じ，＞#ﾘ|{専任識IlIi，１９５１年文学部教授となり，以来哲学科およ

び大学院人文科学研究科で哲学の教育・研究活ilMjに従事し，］95`１イ12に文学仲

1:号（論文）をＩＭＩ汕大。その傍ら，一時l0Iは文芸雑誌『文学界」（又llIl童書Ali，

文学界；I:を総て文蕊ｲﾄﾞ秋ﾈ|:）li71人として広く評論活動もし，このｌｉｉｌｉｲ}をはさんで

ほぼ２０ｲＩｉｌｌＩｌにわたって言論界の一世を風縢し，マスコミから「Ｉ１ｉ学評論家」

の称号も呈せられるほどであった。

その後，（１１か１０Iするところがあってか，１９６０ｲ'２代に入ると評論活動からあ

たかも肌ｉｌｌＵ９１ｌ１Ｉ１の過ぎた彗星のjU1〈身をワ|き，教育とＩＤ｢光に沈潜し，ｚｌｉにｒ文

学部紀要」を活動聯合として研究成果を発表してきた。１９７２ｲＩＨに定ｲ１１退職し

名巻教授になってからは，旧人雑誌「むかしの本」（宣協ｉｌ:）を(illlllしてそこに

発表の拠点を移し，不治の病を得るまで精力的に研究・耕作活1liljを行ってきﾌﾟﾆ。

佐藤の研究緬域はまことに広く，ギリシャ哲学から西洋哲学をﾉI(軸に，科学

EI1論から來洋１１『学，さらには仏教典や１１本の古ﾘ'し，あるいは文裟評論や芸術批

評といたらざるはなきありさまであった。

こうした氏の広汎な業統は，あるいは世に距離をおいて恨んだ氏の11i米の資

質のゆえか，杵|念の氏のｌｒ１ｌｌ上代の慧眼の士の'''1を除いては必ずしもlItllUに流布

しているとは思われない。そこでその業績を後世に残すために，そのｲﾘI跡を

｢佐藤信術耕作１１録」として「法政大学教養部紀要」第７`I)）（1990ｲ|:２)]）に

掲載した。
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その後新たに発見された資料を加えて，ここに当｢1録の「改訂増ilIi版」を発

表する。この新版の原稿は１０年以上も前に出来上がっていたが，公刊が今頃

になってしまったのは，筆者の怠慢とまだまだ遺漏があるかもしれないとの期

待のためである。しかしそうそういつまでも引き延ばす時間の余裕もなくなっ

たので，この辺で見切りをつけて取りまとめた。

こうして改めて年代111Nの作品記録の全体を通覧してみると，客観的な事実の

記録が，図らずも－人の多産な思想家の生涯の内面の思索の変遷と，同時に外

的な研究環境の変化の軌跡を柵〈結果となった。

以上，「目録」元版のまえがきを:書き改め，「佐藤信衛略年譜」は割愛した。

増）補の内訳は，著書２点，雑誌掲載論文・記事２５点である。

【凡例】

この目録には，現物を確認したものを原ⅡUとして，それが確認できなかったもの

については典拠の明らかなものに限って収録した。各項[|の頭の数字は刊行ｲ1羽で，

最初が西暦1900年の~ﾄﾞ２桁の数字，次いで)1号（新聞の場合は３番目が｢1号）で

ある。また雑誌の場合，誌名の後尼の数字は，ハイフン付きのものは前が巻数でつ

ぎが号数（括弧内は通算号数)，単独のものは号数である。

Ｉ著書・共著・翻訳書

|と1然の認識に於ける原理，餓燃書院

近代科学〔現代酒学全集12巻〕，ロ本評論社

文化のため－評論集，日本評論社

[翻訳］カント著作集１５「三段論法に四格を分けるのは詳し過ぎた

謬であること」「負量の考を哲学に応川する試み」「`思考の方向を定

めるとは｣，岩波害店

冬の一夜，創元社・来京／大阪

理知の人一佐藤信術評論集，’'１央公論社

[翻訳］デカルト選集第３巻「哲学の原理｣，創元社・東京／大阪

[共著］芸術論第一巻，芸術哲学（著作者代表務台理作）「表象論｣，

河出書房

新しい鍵一評論集，中央公論社
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[共著］時代の条{'|：（池烏重信編）「`臥想の/|きまれる地盤」〔初''140.7

11本評論〕，名取jil「店

[共著。新文学諭公災第１巻，文学概論「形式論｣，河|Ⅱ書房

心と形一一文芸論集（序・ノ１１端康成)，（ill兀社

哲学試論災，（11元社

国民の進歩一評論集，河Ⅱ}書房

近代科学，第二巻一技術小史，１１本評論社

近代科学，第一・巻一科学の方法について，１]水評論社

岡倉犬心〔Ⅱ水思想家選集〕，新潮I(l：

西H1幾多郎と三木清，’'１火公論|(l：

考一論理学新ﾎﾞﾙ，Ｉ]本評論社

わが川心，１１j磁社

[翻訳］デカルト「哲学の原理」〔ｲｹﾞ学遊ｉｌＩ〕，剣元社

[共著］liJ1魁の三水＃'Ｉ（三一書房1編ｳji部ｲﾄi）「三木清氏の忠ひ''１」〔初

出46.1人'''１〕，ヱー･書房

[共蕪］｜i]組の三木清（谷川徹三・束klll↑IIi一編）「三木清氏の忠ひ111」

〔同上〕，文化iiI}|リビ

今日と1ﾘ}'1，’二11]書院

心を形一文災評論集，齋藤書Ll7

[共務］新文学;＃1`1(第四巻，教養編（河｣ZiM太郎編）「哲学と１１『学打｣，

新潮社

[他静］ささやかな墓標一鴫１１１辰也巡ｉｉｉ（佐藤仁編）「鴫１Ｍk山ｲ｜

を想う｣，１１側'|'鵬二兆行

めざめる$I1jiIlI，人文諜院・京#'１

思索の窓，，iIj文祉

増訂・iILilIl幾多ｌｉＩｌと三木清，［|'央公論|(|：

老一新論1M1学，｜｣本評論社

科学の方法と分蹴一考巻二，’1本評論祉

二共著］人生にUllする五十八章（辰111}峰朧修，ilj原豊人編集）「愛｣，

河１１}書房

[翻訳］デカルト選集節２巻「哲学のljluⅡ!｣，iill元社

論El1学案|）１－－人は考える，「1本評論ｉＩ：
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56.11／1２ 哲学人|Ⅱ］〔ＮＨＫラジオテキスト／牧ｉｆ大学7-4〕，ラジオサービ

スセンター

[座談］柳１１１国ｿj対談＃』（筑l殺遊il}26〕「文学と=上硲のl1U題」（柳１１l因

り)・i1jL野季吉）〔ＷＩｌＩｌ`１０．２文学界〕，筑I鴨!}脇

哲学ｌ〔文部行認Tiljlnl7i牧fjrテキスト〕（'１イミ放送協会編)，１１ｲ団法

人ＮＨＫサービスセンター発行・法政大学扱

打学ｌ〔ＮＨＫラジオテキスト・人ﾋﾞｻﾞ:jml討論座哲学１０．１１．１２〕

('１本放送協会編)，｜|ｲﾄ１１法人Nlll（サービスセンター発行・１１本放

送IlI版MII会発売

[共将］西|Ⅱ幾多１１１１‐l1illⅡi代の記録（ﾄﾞ化i〔太Iill編）「鎌倉のi1lilll

先/'１」〔初'''66.2111illl幾多I1ll公災蛎]３巻)Ｉｆｌｌ〕，岩波書ＩｉＩｉ

[迦稿］心，梓111版ｉ|：

6４．１１ 

6５．９ 

6５．９ 

7１．１２ 

2001.4 

Ⅱ雑誌，新聞，年鑑類掲載論文・記事

ｌＬ１ｕ意識について，｜'ｉ２ｆ:雑誌'15-516,4〔〕;(帝国大学文学部哲学研究

室・↑'｢学会編ｳjl／苑「ｉＶｉ波諜1,1ｉ

[雑録］物FM学打の(|:リドーー外111雑誌より(一）（Ｎ,S)，１７学雑誌45-

523,ＹＬｉ波書),Ｗ

[雑録］数ＪM哲学のその後一外lnlMt,職より(二）（Ｎ､S)，１１『学雑誌45-

52`１，粁波書店

[雑鍬］〈寄附〉AAM1UL))))，ＹＬｉ波i1}1,1i発行（Ｎ､S)，１'１学雑誌45-524，

岩波稗Ａｌｉ

[雑鍬］生物学でいふ「|Ｉ的」（Ｎ､S)，ＩＩＴ学雑誌45-525,淵波香店

[雑鍬］〈寄脳〉「アリストテレスのIiulWについて」（ポーニッツ著・

1蝋)(義夫訳)，他`ｌｉｌｌｊ（Ｎ､S)，１１『学雅誌45-525,岩波;1$1,1ｉ

雑録］〈寄Ilii〉「I1i学iiMi;ili」（111L能又;>|i:)，他５篇（Ｎ､S)，１７学雑誌

45-526,粁波普ｌＩｌｉ

〔縦録］〈寄１１N〉「エーミルラスク・IIi学の論理学」（久保虎賀壽訳)，

他２滴（Ｎ､S)，１２Ｗ:雑誌46-527,Ｖ|波iIlI1i

[雑録コエトムント・フッサールーー外lTR1雑誌より(六）（Ｎ､S)，哲

学雑誌46-528,二Vし|波ill11li
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〔雑録］〈寄贈〉「純粋理性批判下巻」（天野貞祐訳)，他４篇（Ｎ,S)，

哲学雑誌46-529,岩波書店

[雑録］ハンス・ライヘンバッハの業績一外国雑誌より(八）（Ｎ､S)，

哲学雑誌46-530,岩波書店

[雑録］論理と心象一外国雑誌より（|･）（ＮＳ)，哲学雑誌46-532，

岩波書店

[雑録］〈紹介〉「フォールレンデル西洋哲学史第三巻」（粟田賢三，

吉野源三郎，古在由璽共著）（Ｎ､S)，哲学雑誌46-533,岩波書店

[雑録］ホワイトヘッドの哲学に就いて－外国雑誌より(十二）（ＮＳ)，

哲学雑誌46-534,岩波書店

[雑録］今日の独逸哲学の諸相（Ｎ､S)，哲学雑誌46-535,岩波書店

[雑録］WienerKreisについて（Ｎ､S)，哲学雑誌46-536,岩波書店

[雑録］〈紹介〉「現象学概論」（大関将一)，他１篇（Ｎ､S)，哲学雑誌

46-537,岩波書店

[雑録］因果律と量子力学（Ｎ､S)，哲学雑誌47-539,岩波書店

[雑録］ヘーゲル記念号迫力Ⅱ（ＮＳ)，哲学雑誌47-541，岩波書店

[翻訳］クールト・ジンガー「プラトンと政治」（前半鶴田〔眞次郎〕訳)，

哲学雑誌47-545,岩波書店

仏蘭西哲学界の近状〔特輯・哲学の現勢〕，思想125,岩波書店

[雑録］「ルヴィュ・ドゥ・メタフィジィク・エ・ドゥ・モラール｣，

哲学雑誌48-552,岩波書店

哲学の用語について，思想129,岩波書店

フランス哲学の特徴〔春季特輯・世界観学〕，理想39,理想社出版部

[雑録］「カント研究」“Kantstudien''1933Ｈ､1-2,哲学雑誌48-559

(編輯者・佐藤信衛)，岩波書店

[翻訳］クルト・ジンガー「西洋の祖としてのプラトン｣，思想138，

岩波書店

秋暗くペンクラブ>，作品4-11,作品社

[雑録］ルヴィュ・フィロゾフィックRevuePhilosophique,Juillet‐

Aoutl933,哲学雑誌49-563（編輯者・佐藤信術)，岩波書店

[雑録]エミル・メェエルソン，哲学雑誌49-566（編輯者・佐藤信街)，

岩波書店
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3`1．４Ｍの手紙(一)，AlMLIl43,岩波謀ll1i

3`1．５［雑録］lIi子111諭の解釈といふこと，哲学雑誌49-567（編鮒者・佐

藤信術)，岩波普1,1；

3４．７［翻訳］ジンガー「プラトンと学'１Ｉ」〔訳背満なし〕，‘思想146,岩波諜

店

3４．７Ｍの手紙(二)，思想146,岩波書店

3４．９Ｍの手紙(三)，Ａ､魁l`１８,岩波書ﾊli

3'1．９破片くペン・クラブ>，作品5-9,作iW1社

3５．２アンリ・ベルグソン(一)，‘思想153,ギト波諜Al７

３５．３アンリ・ベルグソン(二)，，思想154,岩波諜Ａｌｉ

3５．５冬の一夜く随兼>，文学界2-5,文liWI蛍書A1ｉ

3５．６冬の一夜く随兼>，文学界2-6,文lllil蛍諜1,1ｉ

3５．８冬の一夜く随兼>，文学界2-8,文Mil蛍諜1,1ｉ

35.10ガリレイ以後，‘UMHI61，岩波書店

3６．１西'11先生案下，思想164,岩波書店

3６．４［翻訳］クルト・ジンガー「プラトンの顔｣，Ａｌｌ想167,岩波書店

3６．４赤い手帳く評論>Ｌ文学界3-4,文学界社

3６．５赤い手帳く評諭>，文学界3-5,文学界Ⅱ：

3６．５哲学と'二1然科学一専門の内外，改造18-5,改造社

3６．６赤い手帳(三)，文学界3-6,文学界社

3６．７現代仏蘭i1liの科学`M1組く現代フランス,MMn>，理想66,理想社lll版部

3６．９我国に於ける判１１１の変態，中央公論51-9，’'1央公論社

36.9.14［時評］哲学一・IlIili1・批評・その他，↑iflrl大学新聞

36.10赤い手帖くn脚>，文学界3-10,文蕊ｲﾄﾞ狄社

36.12思想家に求める，１１本評論１１－１２，１１本評論社

3７．１仏闘西の倫I1I1学の一例，‘思想176,器波７１ﾄﾞﾙlｉ

3７．２［座談会］１M代文学の１１本的動向（谷川徹三，三木清，戸坂澗，小

林秀雄，河｣２１MM〈郎，林房雄，村_上知渡，阿部知二，岸１１１國冒|:)，

文学界4-2,文蕊が秋社

３７．２．１［翻訳廊評］平''１商次氏訳「道徳・宗教の二源泉｣，束京朝|]新'&１

３７．３‘思想表現のためのlR1iWi，中央公論５２－３（592)，１'１火公論社

3７．３Ｈ本とは，｜]/k評論１２－３，１]本評論|(I：

Hosei University Repository



改訂ﾊﾞﾘ柵・佐藤信衛杵('１:'三|録 7９ 

[座談会］文学と政iifi（岸|Ｈ剛｣:，（)橋聖一，林房雄，鳥水他作，

河上微太郎，川端康成，森''１解，小林秀雄，阿部知二，芹瀞光治良，

深田久ﾘ1W)，文学界4-3,文藝利(狄社

数学の数錠一一吉江・高木．Ⅱ|遜三氏「一般教養としての数学」に

ついて，文学界4-3,文蕊春秋社

同人となって，文学界4-3,文蕊が狄社

[学芸］文芸時評(1)裟術無活動の１１ｹ代，報知Wrllll

[学芸］文芸時評(2)詩を忘れた文学，報知新|Ｈ１

[学芸二文芸'１$評(3)作１Ｍに希望をMfれ，報知新'111

[学芸］文芸１１＄評(4)ｈ３衆と共に進む，報知新ｌＨｌ

Ｅ学芸］文芸時評(5)“人jli”改良の文学，報ｸ]lWillI

E合評］三木清を検討する（戸坂iMI，三枝博ｒｆ)，読売新Ｉｊｌｌ

生きﾌﾟﾆ伝統，思想179,岩波書店

詩人は迷はず，俳ｲﾘ研究4-4,改造社

空想の貸しさく評論>，文学界`1-4,文藝春J狄祉

[座談会］文学雑談（川端康成，武１１１麟太郎，深１１１久彌，小林秀雄，

舟橋mlll-，横光利一，森llI啓，芹潔光治艮，ｉ'ﾘｰﾋ微太郎)，文学界

4-4,文4WiE秋社

く文化)]ｆｌｌ〉自然科学，文学界4-5,文藝芥秋社

く文化)]lill〉哲学，文学界4-51文藝存秋社

[座談会］「壮年」を111心としてlﾘ]治楕illlを論ず（岸田圃｣ハ付111知

義，阿部知二，船橘!('1-.,1||端M〔成，芹潔光if1良〆亀）|:勝一郎，林

房雄，三木清，小林秀雄，深lll久1MM，武111鱗太郎，島水仙作，河上

徹太郎)，文学界4-5,文藝祥秋i【|：

<告知仮〉綺語妄語，文学界4-5,文藝春秋社

ポール教授のことなどく自然科学>，文学界`1-6,文藝春秋社

科学瞥及についてく'21然科学>，文学界4-7,文塾春秋社

三座談会三文学主義と「;Ｉ学主義（三木清，谷川徹三，岡ﾉ11雄，大森

義太郎，i1i野季吉，胤木健作，小林秀雄)，文学界４－７，文蕊春秋社

く告知板〉綺語妄語，文学界4-7,文蕊春秋社

く文化jj報・'全1然科学〉科学の効)'１，文学界4-8,文藝奔秋#l：

[ブックレヴユー］「ｌ１ｆＩ１Ｉｌと'二1111」（ベルグソン・'1M部紀訳，岩波文庫)，
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文学界4-9,文藝春秋社

我国の学|Ｍ１の今後，’'１央公論52-10（599)，’'１央公論ﾐ社

風雅の論，（ﾙｲﾘ研究4-10,改造社

く告知板〉締iWi妄語，文学界4-10,文蕊イド秋祉

[ブックレヴユー］ｒ科学$,ｌｉｉｌＩｌと数学教育」（小倉金之助，岩波諜1,1;)，

文学界４－１１，文藝春秋社

教養時代，改造19-12,改造社

[ブックレヴユー］「碧巌録」（〈ﾘl比奈宗源訳註，瑞波文庫)，文学界4-

121文藝存秋祉

[ブックレヴユー］「デカルト」（野１１１又夫，弘文堂)，文学界4-12,

文藝春(狄社

モラリストの流儀くモラリスト考>，文藝5-12,改造社

く春夏秋冬〉非常事件は作川する，文学界５－１，文塾春秋社

く告知板〉綺語妄語，文学界5-2,文藝存秋；l：

短歌のｊＷｉさ，短歌研究7-2,改造社

[座談会］滞さの探究（小林秀雄，島木健作，メリ上徹太郎，舟橘聖

一，阿部知二)，新女苑2-2,実業之日本社

[書評］１１１辺元博士の新著「科学と哲学の|Ⅱ]｣，帝国大学新ljlｌ

新しい人文三1：義のために，lIlMlAl2-3（82)，ＨＭｉ１社}|}版部

発Iｿ1について，科学主義工業10,科学主義]:業社

[アンケート］科学者・芸術家に何を要求するか，学藝1（66)，学藝

発行所

く知性の1M状〉知識の課(一)，’'１外商業新報

く知性の１Ｍ状〉知識の轡(二)，’'１外商業新報

く知性の1M状〉知識の害(三)，’'１外商業新報

`思想の窯についてく評論>，文学界5-5,文藝存巾k社

批評の批評，改造20-5,改造|(I：

[読書］三技iＩ[帝氏箸「文学のフィジカとメタフィジカ｣，来京１１ﾘ１１１

新聞

く槍騎兵〉）'１(題，来京軌[1新１１１｢ｌ

小説家といふ人，新潮35-6,Ｗ『潮社

く六号雑記〉綺語妄語，文学界5-6,文藝存狄社
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パスカルの場合，－９橘Wr間，束〕i(11W科大学一協会

く六号雑記〉綺語妄語，文学界5-7,文藝春秋社

新しい技術家，科学主義工業2-2,科学主義｣:業社

く槍騎兵〉哲学１１１語，来京刺111新lHl

<槍騎兵〉漱石の弟二応来京軌|]ＷＴＩ１１１

－つの考へやうくIM1､､の[1本と文学者の使命>，新潮35-8,新潮社

余情一論文の含む，俳句研究5-8,改造社

く六号雑記〉綺語妄iili，文学界5-8,文藝春秋；I：

<槍騎兵〉学者動く，来京朝'1新'１１１

<槍騎兵〉大学の'21論，来京軌|]新'111

`思想の改峨にも途がある，’二１本評論13-10,11本評論社

文学者はどんな市比かく文学者とTlj氏精|(''１>，文藝6-9,改造Ｉ|：

[時評］↑『学―新しいﾉﾋ命力を，帝|Ⅲ|大学新|Ｈ１

[文芸二“DAT革新''の形勢一論ｉｉｉ１１ｹ評，早稲'１１大学新聞

｢西洋」の－断面，Ａｕ組197，岩波背111ｉ

評論の心（評論災「文化のため」序)，文学界5-10,文蕊ｲﾄﾞ秋社

簡素をIMIぶこころ，新女苑2-10,災業之[1本社

今日と谷川徹三氏，帝lE1大学新'１１１

[ブックレヴユー］「ビーグル号漂流記」（ダーウィン・内111職二訳，

白楊ｉ|:)，文学界5-11,文藝存：狄社

死ぬのｌｌｉきるの，新女苑2-11,火業之日本社

く槍騎兵〉文化交換，来京朝日新llll

デカルト片彩一一`EMH家の動機，改造20-12,改造ﾐ社

[回溶］’1({和十三年の文芸界，新iWI35-l2,新潮#｣：

小説で説i1lLする，新iWI35-l2,新潮社

生活とＷｕ，知性1-8,河出書厨

[ブックレヴユー］「化iili・科学・教ｱｱ」（''１村ｉｉｌｊ二)，文学界5-12,

文藝存i狄社

く今のl1U題〉科学と一般文化，科学知識18-12,科学知識辨及会

[科学。科学言昔に要諦する，帝lEl大学新聞

く槍騎兵〉河合教授lIU題，来京軌|]新聞

[読書］パスカル箸・'１１木ljl〔氏訳「ID(想録｣，来京刺ロ新'111
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成熟する知ﾉﾉ，’'１央公論5`1-1,1|i央公論社

なぜ文化と言ふ，ロ本評論14-1,1-1本評論Ｉ|：

現実と111想一笠，三木iim氏の論策，文学界６－１，文鑿春秋社

技術から科学へ，科学三1弍義]:業2-8,科学三1：義工業社

く槍騎兵〉ilill訳の'二1111,収束)|ﾘ11]新聞

某[１〈All索背の[1記>，文蕊7-2,改造|({：

[''1F評］革新は基から，京都帝|F1大学新Ｉｌｌ１

<槍騎兵〉粛学余聞，束〕;(朝[l新聞

く槍騎兵〉illiが評論家か，４〔京liﾘ'１÷1新|Ａ１

[鼎談会］U1代Ｈ本文学の欠陥（反船豊，小林秀雄)，文学界６－３，

文藝赤丁秋社

[新著評論］学IMIとしての氏話（柳lll國男「背話と文学｣，ｈﾘﾌﾞＧＩ(I:)，

文学界6-3,文藝春秋社

[廟議会］iuilI1幾多郎を'111む11(談会（iLilll幾多郎，三木＃!{，谷川徹

三，林達夫)，文藝券秋18-5,文藝春秋社

く槍騎兵〉危機とは何か，＃〔〕;(朝１１新聞

習俗懐珊:の傾向，，思想203,岩波霄店

く槍騎兵〉文化さびれる，火〕i(帆[]新聞

[翻訳短評］「シユヴァイツェルわが生活と,uA似より｣，ｊ１１京くり'１]新

聞

[新著評論〕1Ｗし行く科学のｉＩＩｊｉｌリノ（大内Ⅱi敏「持てる国|]本｣，科

学主義]:業祉)，文学界6-5,文墾存秋社

[座談会］ｈⅡ性文化の新方|ｲﾘをiWiろ（Ｉｌ１Ｍｌ１蔵，仁科芳雄，藤Ililll］

夫，三木iilj)，知性2-5,河llI書房

大陸の触感，セルパン１００，節一書房

近代社会人く近代性の探求>，新女苑3-5,火業と|]本社

く槍騎兵〉会また会，来京くり１１１新聞

[科学］文化とｌＬ１然科学，火〕i(くり１１]新聞

科学精|(''１，知性2-6,71illlli1「房

技術とその人，科学主義1:業３－１，科学主義]:業社

冗な知識，lii)人公論24-7，’'１火公論社

物El1学ｲﾉｆＸイニ|に，‘思想207,淵波書店
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学'１１１の川発，’'１火公論52-8，’'１央公論|(|：

['141{淡会］’9物Ｈ１`(を凡て美術を語る（11，''二11'１，ｉ'１｣:微太郎)，文学

界

6-8,文曇ｲﾄﾞ狄社

[評論］進む１１ｹ勢の|('１，新女苑3-8,実業と'1本ｉＩ：

[葉iI}１，１籍］良i1IWf及ﾌﾞﾉ法一推薦される水，１１本読替新llil

ﾉ|ﾐﾀﾋﾟの'''１，１１本iil1論14-9，日本評論ｉ｣：

[新群１１論］学打と`Wi1家の相違（デカルト「ﾉﾉ法１７税」落谷太郎，

rWiillIlfi柳のBlllll」1llilllx夫，創元社)，文学界６－９，文蕊ｲﾄﾞ秋|(|：

[評論］JR等はどんな氏族か，新女苑3-9,実業之'1本社

知識人の対話－－雑窓閑話，婦人公約２４－１０，１１１火公論社

技術の反行，改造21-10,改造社

[ｉＩ}評］「１１ｳﾞ代とjii徳｣，（'１;品lo-lo（11`|)，作,}Ｍ|：

教f7と学校，Ｗ｢女苑3-10,実業之|]水ﾄﾞl：

救養１１ｹﾞ代〔|ﾘjlll１２．１１改造〕，文藝ｲ'１鑑l939Ili版，第一.香し）

[111$i淡会］学生二iljｲlHにlUl侍す（三水ｈ'ハノ;j水仙作)，知llIi2-ll，ｉ'１１|｛

諜豚

Ｉｉｋの夜の対パハー雑窓閑話，婦人公論２`1-11，’'１央公諭社

宣伝，公絢２－９，飾一公論社

lz1の内外，Ｗｉ女苑3-11,実業之[1本|(I：

<楡騎兵〉物【Yと↑Iljllll，東京帆'１新'111

[雌i1}ｌＩｌｌ鱒。１１{{ｈ１１.四《Ｉｉの文芸界，新iM36-l2，WriMl【|：

$:Ｉ学二行のAll考について，日本評論14-12，’二１本評諭ｉｌ：

読替，文蕊ｲﾄﾞ秋17-23,文藝存秋祉

三錠i1l］ノL鬼),'il造「人'''1と実存｣，４〔〕i(鮒l1Wrllll

,巴想の進路について，’'１央公論55-1,111央公論|(I：

了!}斎にて，’１本iili論１５－１，１｣本評論社

11｢ﾘUといふことく文芸雑話>，姉人公論25-1，’'１央公論#|：

よく勝つもの，公論３－１，第一公論ｉＩ：

組織ある技術，科学三1;義工業4-1,ト:Ｗ:三|i義]:業|(｣：

書斎にて，’１ｲﾊﾟ評諭15-2,「1本評諭|(|：

[座談会］文学とl:俗のＩ１Ｈ題（柳Ⅱ|削り)，i1j11f季吉)，文学界７－２１
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文蕊存秋社

誌と散文く文１１(雑話>，町}人公論25-2，’'１火公論社

[１１$評］滴水幾ﾉk郎粁「JMCのｷﾞI1jlllI｣，来〕i('|ﾘlllWrllM

書斎にて，’１ｲﾐ評論１５－３，１１本評諭社

↑l1jlllI能力の分業，知ﾔlH3-3,河１１１;!「Ij）

翻訳の悪いところ，改造２２－５．１１$１１０版４，改造t|：

詩心の弱り〈又災雑話>，婦人公論25-3，’'１央公論祉

[はがき解溶］liLi1「紹介，ｌＸｌ脅5(LVll波１１ﾄ1,1ｉ

[対談会］知識階級の使命（三木iIIj)，知ﾔl;３－`I，河出諜房

['１１１談会］１M代詩と１１本文化一(ﾉ|;)膿偏衛氏をljllむ座談会（佐藤(ｉｉ

術，Ｔｌ71{1他一・，ILi村孝次，下野仁杵，斎滕Ⅱ１１１１〔，111本他吉)，批評2-4，

'１ｔ評発行所

能のことなどく文芸雑話>，婦人公滴25-`'’’'１央公論社

大学，改造２２－９．ｌ１１ｒ１Ｄ版６，改造|【l：

文学の影騨，Ｗ｢潮37-6,Ｗ『潮社

[Wi特評論］ilqlIllui学への道（三木iI1i「１１Ｗ:人'''1｣)，文学界7-6,文典

ｲﾄﾞ狄祉

思想のＬＩｉれる地１Ｍ【’’１本評論１５－７，１１本評諭|(|：

[座談会］ｌｌＭｌ史と評論のｌｌｌ題仁ﾉkh1j，’'１);b他蔵，ｲﾋﾉﾄ勝一･ｌｉｌｌ，

河｣:微太郎)，文学界7-7,文藝ｲﾄﾞ秋|(｣：

読i1汀･の変遷，改造22-13．時局111(８，改造|(|：

<寸鉄〉危険，ト:|学知識20-7,科学ｸJl識INf及会

〔アンケート。Ｗ｢政治体制への要望，｜]水評i楡15-8,［1本評論社

小林秀雄とllljiﾄド（'同１人アンケートーー小林秀雄「文学2」について)，

文学界７－８，文蕊ｲﾄﾞ秋ﾄﾞI：

スポオツ，改造22-15．時局版9,改造ｉｌ：

[ハガキ[Ⅱ1鱒］呪1,.の欧州の状勢とわが'１４１心，析潮37-8,新潮祉

[学災］１１ｹﾞﾊﾞd地91,法政入学新'11｢１

[アンケート。Ｗ『体iljllと文学(二)，｜|水学蕊WillⅡ

新体制の倫lll1学－１１|Mnを畏れる女(風，’１本評論15-9，’二1本評論|(|：

Wr1lF態のUl1解，１１本iiliiiiIil5-10，｜|水iil輪|(|：

鳥Ijil【，知|'|;3-10,ｉｌ１ｌｌＩｉＩﾄﾞ房
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改,i｢燗Ni・((;藤信衛署作'１録 8５ 

Illillllji学の意義，改造22-23．時局版13,改造|【|：

１１本的なろもの，lHi}人Iﾄﾞﾘ１１］17-12,くり111新'１１１(|：

[はがき|昨溶］良iI｝紺介，ｌＸｌ識59,岩波替１１１ｉ

そのをりをり，’'水評論16-1,ｐ水評論#｣：

技術のﾉﾙ礎，科学?|{義工業５－１，科学21;義]:業|(|：

<他i没諭l1il-思想・文化〉模倣禍，経済↑i↑報〔政維1,i〕16-1,経i月ｌＩＩｉ

ｆｌｌｌ(|： 

[文奥Ｉ１Ｉｌ象のｲll111--あまりに具体的(1)，都WTlllI

[又幻学'１１のiiIi化一あまりに具体｢１９(2)，lillWTlHl

文災］｜賑(iと翻訳一あまりに具体的(3)，都Wrllll

そのをりをり，１１本評論16-2,［1本評論|【|：

<処i没諭jlH-`MＭｎ・文化〉言論統制のﾉﾉ法，経済li1Hrll〔政絲浦〕16-

2,締i庁llljHll(|：

そのをりを})，’１本評論16-3,［]本評総|(]：

約iW綾iWi［Iiil人特ｳ１１号]，文学界8-3,文曇ｲﾄﾞ秋ＩＩｌ：

科学Ⅱ(卿の健全のため，科学知識21-3,科学知識lVf及会

くik設諭jW-`uＭｎ・文化〉ｌＩｌ氏`思想への影響，経済ｌｉＩｌｆＭ〔政経浦〕

16-3,経済ＩｉｆｆｌｌＩ(I：

iii[徳のきつのiIli，ＡＩＡ想227，岩波書1,1ｉ

兇えないもの，文学界8-4,文藝赤秋ｉ|：

もうつの快〃ず，文学界8-5,文藝秤秋ｉ|：

[州(淡会］［1本科学の現状（仁科芳雄，菊池Ⅱ{=|:，藤lM1111犬，澁瀞

偏雄／'１１｜;&他蔵，河上微太郎)，文学界８－５，文蕊作秋|(I：

<lill没論jlN-思想・文化〉思想の活気，経済ｌｉＩｉｉｌ（〔政経11M〕16-5,経

済hIjflllll：

IEI民放fjrの１１(]題，経済情報〔政経楠〕16-5,綿i(↑,'Hill社

道徳('|;側の意味，’1本評論16-6,｜÷１本i椰論祉

宣'１《ﾉﾉの脆§１，改造23-12.時Iji)版19,改造ﾈ|：

百｣lMll趣，文学界8-6,文製作i秋社

く述投論乢Y-AlAu1・文化〉｡i:〔伝の意義，経済ｌＩｆｉｌｌ〔政経､i〕16-6,経

済１１'州lﾄﾞl：

ﾊﾉのilMiX，Iiii}人くり||］18-6,くりI[1新ｌＨＩｉＩ：
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く私の散歩道>，婦人公論〔巻・号不1ﾘ1〕，中央公論社

一つの英術論と一つの詩集と，｜]水評論16-7,11本評論社

美といふもの，文学界8-7,文蕊ｲﾄﾞ狄社

諸学の活川について，改造23-13,改造社

く建設論醐一思想・文化〉学術振興の根拠，経ii月情報〔政経滴〕16-

7,経済`lilHiM社

Lアンケート］推薦図諏，三１１１新''１１

情緒の功力，文学界8-8,文藝存秋i(I：

過去は過去とす，知仙1-8,iiillII沓脇

多怨難偏，文学界8-9,文藝存likﾈI：

[書評］iIIj水幾太郎薪「美しき行為｣，朝ロ新'１１１

[書評］三枝博音氏耕:「三iIli梅園の哲学｣，帝|正|大学新聞

く建設論jW-思想・文化〉速やかに非常時意識を徹底せよ，経済情

報〔政経鮒〕16-10,経済ＩｉＩｊ報社

覚めたろもの，文学界8-11,文蕊布秋社

公と私，婦人公論26-11，’'１央公論祉

現代物｣０M学の性格一一ブリヂマン・現代物111学の理論，創元2-10,

創元社

1111想役人，’'１央公論56-12,中央公論社

水の如く淡し，文学界8-12,文塾ｲi&狄社

く大波小波〉文化政簸の迩巡，都WrIlil

<提題〉大東亜建設戦をﾉⅡl何に進めるか，経済↑ＩＩｊ科（〔政経補〕１７－１，

経済ＩｉＩｉｉｉｌｌ社

[一般文化］大学の対処，法政大学Ｗｉｌｌ１１

閑葛藤，文学界９－２，文塾春秋社

生死について，知性5-2,河'１１譜房

禁欲，文学界9-3,文鎮ｲﾄﾞ秋社

無類独特を良れるな－－新しき文化の課題に就いて，三111新IAI

ll世紀のillI話く神話と現代>，｜]本評論17-4,1]本評論社

余裕，文学界9-4,文蕊存秋社

無益の趣味，文学界9-5,文藝春秋社

[感想］マレー作戦報告を読んで，文藝10-5,改造社
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政iiJ1W補・佐藤信衛耕:('１;'１録 ８７ 

行へば証あり，文9γ:界9-6,文嚢春秋|(|：

Ｍ(談会］新文化の(iIl造（艮谷111如ﾉﾑ|Ｗ，和辻竹郎，肥後和男，三

枝博lPf，室伏商(()，「１本評論17-7，’1本評論|(|：

[１１(議会］東洋の｛;}学（桑木或雄，藤!;&亥治郎，lLIﾉﾄ敏'ﾘ１，道野紐

松)，知性５－７，iiillll普房

lE1iiliの進歩するⅡｻﾞ，nll元3-6，バリ元|【|：

611意と環境〈〈illなの場>’’'１央公論57-11（663)，’'１央公論社

デュルケムとパスカル，ハ'１元３－１１〔終|Ⅱ号〕，、１１元i(l：

靴窓:雄漫語，ＴＩＩ斎7-1，三行堂

[アンケートニ｜{}版統制への進言，１１本評論18-2，’１本iili論｜l：

思想)iiiの根本，１１本評論18-`１，｝1本評論卜|：

[アンケート］’ﾘ１桁人ililll(ｲⅡ文学における|Ⅱ民必統の作,Ｈ１は何か？，

文蕊11-6,改造|(|：

詩災「交響１１１１節ﾉLifiJの作/fに，文化組織4-4,文化ＷｌｌＩ光の会

[諸家１１Ⅲ籍］一億llil比'iiRMH配ｉｒｉにつけ１，新潮40-11,新iM社

[irjAJlIU1］〔近況fll(!『〕，［１本読了1$新llll

illilll先/'１，思想２７０，岩波布1ｌ１１ｌｉ

文化の将来，新lけ代12-4,経ＩＥＩ社

ilLillll'『学一面，Ｗ｢潮43-1,新潮社

三/Ｍｉ氏の忠ひ'１|，人'''11-1，鎌倉文1,1（

淫iiijⅢlll教，知と行1-2,ノＪ１(}'１版社

llliIⅡ幾多郎一人と.WZ1の研究，’'１央公論61-4，’'１央公論ﾈ｣：

原子ﾉﾉ１１ｹ代か，’１t界文化1-3,｜]水ｉＩｉｆｌｌｊｌＤ信社

ｌｌｉｉＷｉ〈文化評論>，Ａn乗ｌ，背磁社

人'''１敬育と文学，人'''11-5,鎌倉文1,1（

人lIUをl1iぶ教育，川人公論30-2，’'１火公論社

△女峠の満士，WriM43-6,新潮社

[;!}ii1i］想像と行X)のWT意獲一一三水iI1i=Ｍｆ「構想ﾉﾉの論'''1第一｣，｝」

水読11$新聞

三水ilIj氏の学風，Ｗ『潮43-8,新iW1iII：

'１t界に1li1ﾉ〈思想，｜Ⅱ:界文化1-7,1]水iufll通信社

現代史，ロゴス４，汎芙ｉｌ：
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[葉書|n1務〕何を読むべきか，帝lEl大学新聞

三木iilj-人と思想，’'１央公論６１－９（691)，Ｉｌ１央公論社

読書について，Iiﾘ1[|評論1-7,朝11新聞東京本Ｉ|：

進歩的といふこと，的}人公論30-6（351)，［Ｍ(し公論社

三水i1jの学風〔三木hIj特輯〕，哲学評論1-1,比友社

ルソーと「社会契約｣，新人26-7,小学館

[対談］文学と哲学（本多顕彰)，WriM43-ll，新潮社

民三に1：義は育つか，新ﾙﾐ活2-9,新ﾙﾐ活社

[アンケート］昭和二一|･二年に望むこと，人間2-1，鎌倉文lil（

プラトンの場合一比F1：主義是非，Ｗ｢生3-1Ｗ｢11;社

ドイツ哲学とアングロサクソン打学，書評2-1,［1本||}版Ｍ１会

[はがきln1溶］〈執筆者jln信〉現在の(l:事，１Ｍ角読書新間

新しい脂標，婦人公補31-2Ⅲ’'１央公諭社

性の観念の悩み，新iW1`Ｌ1-5,新iWl社

[読書識H1］〈西111幾多l1ll〉三木清「１１『学入''１」から，日本読替新聞

乙女峠の1;『士〔初'1146.6新iiil1〕，文部省・Il1熟ilrl語(2)，111等学校

教科書株式会社

次代を守りたてるi1ilF，婦人文11|(2-9,鎌倉文''１（

哲学流行弁，人間2-10,鎌倉文1,1（

<社会の窓〉まだ敗戦を知らない，；|:会2-8,鎌倉文庫

蓋恥以iii〈流恥心について>，文蕊存秋25-9,文藝春秋社

雑記く同人雑記>，文学界１－４，文学界社

装飾と芸術一作iihiの水道について，美術と］:盤2-3,賓雲|(|：

今日のヒューマニズム，ＦＥＭＩＮＡ２,河出書房

偶感，文学界２－１，文学界社

神と物TI－わが川心，初ロ評論3-2,朝[1新|H1社

天然と人工く季節の瓜・哲学>，表｣[Ｍ１-1,ﾉﾘﾉ||謝店

[共著．,断桑純夫］第一･'1]l共同研究・資料『善の研究』／IJW１１１打学の

可能と限界一将来発llliの基礎たりうるか，、三|:8,国土社

つぶれたlHil=１，新iW145-3,新潮社

模倣の火才かく文化iil【論>，‘思索9,思索社

[書評］７'11上徹太郎「戦後の虚実」について，文学界2-5,文学界社
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改訂liIMi・佐藤偏衛:桃:作'１録 8９ 

国語と`思想，（ｌｈｌ性1-5,`思索社

[共著・高桑純火］節二|Ⅱ1共同研究・資料rlLI党における直観と反

省｣／主意主義としての西ＩＴＩ哲学，lIil二|：１０，｜Ｅ１上社

[共著・高桑純犬］第三回共同研究・iiY料「働くものから見るもの

へ｣／三1【観より客観への|Ｍ１題，国二ｔ１１，’1ﾘﾆﾋ社

真相~わが111心，新文学5-7,全[､l課jrj）

成功と進歩一一わが111心，文学界２－８，文学界社

芦しない」道徳と「する」道徳く文化評諭一一過渡期の道徳>，‘臥索

13,思索社

個人の成長，！｢1}人公論33-8，’'１央公論祉

学'1Mは革新されたか，国土12,国二k|(|：

<新秋読書ｌｉｌｉ兼〉読書雑感，［]本読惑新ｌｊｌｌ

[書評］｜Ⅲ茂儀一戸技術発達史｣，朝|]評論３－１０，朝日新聞社

現代道徳索l1Ili，表現1-5，角川書店

日本のＷ;Ⅱ三Ｉｉ挺，玄想2-10,養徳社

通俗ということ，’1謎ニュース２２，’１本iil杏サークル

戦後の思想，くり111評論4-2,朝日新Illlil：

人|Ⅲl教育と文学〔初11146.5人'31〕，１９４８ｲ'２度文藝評論年鑑，全lE1T1；

腸

私に大切な愛Wjの１１Ⅱ題一Ｔ･代，新制46-3,新潮社

く反響〉〔｢現代道徳素jMi」48.10表IILの抄録〕，Ａｕ想の科学4-3,先駆|(I：

楽天くひとびとの哲学>，思想の科学4-`１，先駆i(|：

日本だより，iili論36,ｉｉ１Ｉｌｌ書房

日本だより－イI;|]外国人が故ｌｒ１への手紙〔24.10評論の松llu〕，１１

本の窓3-1，’1本の窓社

哲学は必要か，Wri鮒47-9,新潮社

[書評二１k物学・医学の項に特徴一杯練軒「科学概論｣，［1本読替

新聞

何を学ぶべきか－－ある日の甥との対話，人物往来2-1,成ｲ|ﾐﾈ|：

二十代，法政1-5,法政大学

隊々iii1j光，新ﾊﾞﾘ150-4,新潮社

｢人生+'１談｣，芽1-9/10,思想の科学ＩＤ}光会，処hと社
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9０ 

老人夜話一'111き書き，法政2-11，法政大学

[学芸］民三liZWiljll政治一夏のまひろの感想，愛媛新聞

深山久蝋のこと，新潮53-1,新潮社

[文化］哲学はまだZliれない－よい手水がなかった西洋，砿経時

事

海辺の哲学打一价観者の弁，新潮54-2,新潮社

,思想のﾆﾋ台く変貌>，新制54-8,新潮|(|：

[世界と|]本の道徳教育］過去の遺欧をどう生かすか－１]本のjii［

徳教育，IIJ代倫ul19筑摩書房

文体からみたパスカルとデカルト，世界文学大系１３「デカルト／

パスカル」附録・ノ1f}(８，筑摩書房

論文について〔56.10「論理学案内』〕，金'11-京肋・高等国語三（４

訂版)，三打数

ヴラマンクの言葉く孤高と孤独>，新潮56-7,新潮社

見捨てられた'１t界岐高岬「ilLilll哲学｣，文蕊布秋38-3,文嚢イド秋新

社

金剛股ｵlf絲考，法政大学文学部紀要7,法政大学文学部

荘子内篇愛iili(｣:)，法政大学文学部紀要8,法政大学文学部

荘子内篇愛ii1:（ﾄﾞ)，法政大学文学部紀要9,法政大学文学部

妙法蓮華経分》１１(一)，法政大学文学部紀要１０,法政大学文学部

鎌倉の西|Ⅱ先lli，ilIilll幾多ＥＩＩ全集１３付録，岩波書店

妙法蓮華経分yll(二)，法政大学文学部紀要11，法政大学文学部

妙法蓮華総分別(三)，法政大学文学部紀要１２,法政大学文学部

妙法連蕪経分ylI(''１１・充)，法政大学文学部紀要13,法政大学文学部

次のlIU題一形illi-l:学序説，法政大学文学部紀要14，法政大学文学

部

ＬＡＭＯＮＡＤＯＬＯＧＩＥ註釈，法政大学文学部紀要14，法政大学文

学部

'２１然像を拙きなおす－「自然哲学」序説，法政大学文学部紀要15，

法政大学文学部

仏性巻注．Tl{法'１Ｎ蔵１１１会作廠，法政大学文学部紀要15,法政大学

文学部
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改訂XlMi・佐藤信術涛作|]録 ９１ 

学而第一－－論語ili識，法政大学文学部紀要16,法政大学文学部

｢弁IﾘI」あかし－プラトン解説，むかしの本１，宣協社

か道話巻注一ｍ：法'114蔵川会('1;腰，むかしの水Ｉ，宣協社

大乗起偏論解釈(-．)，むかしの水２，宣協社

摩訶般ｵﾃ波羅蜜巻注藝正法眼蔵川会作厩，むかしの本２，宣協社

現成公安巻注(－)－－１E法|U(蔵Il1会('１:腰，むかしの本２，宣協社

｢方法序説」の読みカー第一部解説，むかしの本２，宣協ｉｌ：

大乗起偏論解釈(二)，むかしの水３，宣協社

現成公安巻注(二)－－]l{法眼蔵)Ⅱ会作座，むかしの本３，宜|)l｣１１(|：

重雲蛍式巻注一Ⅱ；法llll蔵川会作腰，むかしの本３，宣MII(|：

｢パイドン」こなし(一)－プラトン解説，むかしの本３，ｆ〔協社

大乗起偏論解釈(三)，むかしの本４，宣協社

一・噸IﾘlLli巻注-11〈法IUA蔵)i)会作llili，むかしの水４，立協社

｢パイドン」こなし(二)－プラトン解説，むかしの本４，宣協社

大乘起Ｉｒｉ論解釈(lﾉﾘ)，むかしの本５，宣協社

｢パイドン」こなし(三)－－プラトン解説，むかしの本５，宣協社

大乗起情論解釈(li)，むかしの木６，宣協社

荘子内jlni大概(一)，むかしの水6,宣協社

芭蕉似(－)－句集Ⅱ'『味，むかしの本6,直Ｍ１＃I：

荘子内iii人概(二)，むかしの水７，宣協社

芭蕉捜(二)－句llL'吟味，むかしの本７，宣協|(|：

荘子内鯆大概(三)，むかしの本８，立協社

芭礁捜(三)－－句染吟味，むかしの本８，宣MII(I：

中ＩＩｌｊ談義(一)，むかしの本９宜協祉

芭蕉捜('111)－句染吟味，むかしの水９，宣協|(｣：

人は知らない－けぢ説，むかしの水９，宣協；|：

'''１iii談義(二)，むかしの水ｌＯｆ〔脇社

知るということ－序説，むかしの本10,宣Ｍ１｜|：

ＩＭＩ『談抵(三)，むかしの本１１，寅協祉

転法輪経一雑阿介絲一五，むかしの本１１，`fiMi社

分別ｌＩｌ諦経一ｌｌｉｌｌｉ１介経七，むかしの本１１，宜協社

分別ｌＩ１ｌ諦経(続)－－''１阿含経七，むかしの木12,宣協社
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９２ 

7８．９黄蘆|剥経一''１阿介経四○，むかしの本12,2｢:〔'1111社

7８．９1111尼経一雑阿含維八，むかしの水12,宣lllllil：

7８．９法印経一雑阿含経一・○，むかしの水12,宣協i('二

7８．９念処経一''１阿含経刈lq，むかしの本12,宣協社

79.10臨済録措鼎豆(－)，むかしの木13,宣協社

79.10肇論解説(一)，むかしの水13,宣|)M社

8１．８肇論解説(二)，むかしの本14,宣協社

8１．８金剛般ｵｻﾞ経解説(一)，むかしの本14,宣協社

8１．８般若心経のため(一)，むかしの本14,宣協社

82.10金剛般淵:経解説(二)，むかしの本15,宣協社

82.10111定後諦llll読(－)，むかしの本15,宣Ｍｌ社

82.10般若心経のため(二)，むかしの水15,宣協社

[年ル１１１典不U]］〔雑誌記１１F〕iiliと1,11と

Ⅲ辞・事典執筆項目

感覚論／機械論，教７７学辞典ｌ，岩波脊店

経験論／lj;1千論／実証論，教育学辞典２,岩波杏ﾊｌｉ

〔執筆]Ｈｉｌｌ無記名〕，｜)I藤吉之助編鮒・岩波哲学小辞典増訂版，岩波

書店

生気論／体系／範畷／比較法，数行学辞典3,岩波書店

不可知論／物活論／分ＩＩＴと総合／'二|的論／力水iijt，教育学辞典４，

岩波書1ｉ１ｉ

人生観，三木清編・Ｗｉ版1M代哲学Ji肌，［1本評論|(|：

〔執筆jIjll照記名〕，哲学z1F典，平凡ﾄﾞI：

一元論，｜|上界大百科』|iUU2,平凡|(I：

機械論，’1t界大百科』|Ⅲ17,平凡|(l：

実在論，’1上界大百科91ﾄﾞﾘlu3,平凡社
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【主要参考検索文献】

＊元号なしの岐初の数字は，Pli暦1900ｲｌｉの1,.2桁数字表示で，つぎが肌j･で

ある。

Hosei University Repository



改訂ⅡIMi・佐藤Ｉｉｉ術耕作'１録 9３ 

「雑泌記ＩＩｌ糸引／人文・'しｌ:会編架枇索ﾘ|版」（lil立'11会|叉1ｉＩ}航参し鋳I}継部監修，綱

災・’１１版Ⅱ外アソシーツ株式会|【|:）「１M代|]本文鍔総覧』（１２６９．１]／11168.1／下

７２`l／iIIi巻７３．８小１１１(ﾉl巡編，Ｉﾘlifi文献）「文盤ＩI:鑑１９３９年版』（39.4文勢家協会

繍纂，蛎一il｝房／復刻版７９．９文>il?it出版）「lii1lVHil24ｲＩｉ版」（`19.9析潮i(|:）「戦

後雑誌'1次総覧」（｣:76.3／1,.77.3／辺Ｉ１１ｉｊＩ〔H〔大学ｉｔ公科学研究1ﾘi・戦後改革研

究会編衿，来京大学'1}版会）「展Ｖｌ戦後雑誌」（77.6紅野，梨坪，保川小野寺

÷Mf，河llli1ﾄﾉﾙ新ｉＩ:）

「IllﾘL公鋪総[１次ｌﾘ|淵２０ｲﾄﾞ～'１((ｲⅡ４５(１２／IlllU～1000}；』（70.’’’'１央公論社）

｢文藝ｲﾄﾞ秋弐十ﾉi(１２史摘」（59.`1文婆春秋社）「改造'１次総覧総|]次」（66.12／ili

版74.11）「|両Ｉ執筆背索リ|」（72.6横111ｲﾄﾞｰ綱，新約書脇）「WiiWj総'１次・執筆折

索引ｌﾘIifi3711：～昭､１２０ｲＩ２３ｊｌ／iiIlll))～IiililiiiAk終号」（マイクロ版近代文学館

ｌ「新潮」ﾘﾘ'''１，７７.］０小lⅡ(ﾉﾉ進編災・解lui，１１本近代文学館1111｢／八水苔Ali製作・

発売）「biI人公論総[1次大]l;５ｲｌｉｌ月～１１({、l`１５(1【ｌ２ｊ１／1-1～55-12」（'１１立国会

に1書飢作製・蕨）『短歌lUf究総[１次」（同）

「｢文学界」執§|Y音素グ’１１１(ｲ11811:10ノ1(illl1))～１１年６ルナ」（文学界復刻版》'1

111｝￣解説」７６．６１１本近代文学航）「｢哲学雑誌」総||次」（朴ｲ|:皮／行を木)｝）「rALA

lu1』総|]次ｊｉｉﾘＴｌ号～500))-J（ＡＭＫ６６．３料波；!}1,1i）「｢｣､11魁」ｌ(Iflll総'二1次１号～

500ﾅﾅ」（11Ｍ1175.1理u1il:）「｢(ﾉﾄﾞｲﾘ研究」評論総[|次昭和９ｲ|:３)1～３８(|:９１]Ｊ

(俳ｲﾘ研究６３．１２松丼利彦jﾙル（ﾙｲﾘ研究'１角）「｢法政」総|]次１９５２{ＩＨ６「)ﾄﾅｰ1972

ｲI：３)）)ﾉー（法政７２．３法政入り』た）「[魁想のｉ;}学ｊ総索引1946～1966」（思想の科fjA

Mll冊６７．１２．MA魁のｉ;|学|【|:）

「朝I1WillHliil辺|Ｉ総覧．Ⅱ((「Ⅱ糊」『１，１１人f'1索ﾘ|」（85.loll4Klx1iIトセンター）ｒ[１本

銃i1$新lIllfMH祈索ﾘ|』（88.2イくこ''１版）「l]イミ学災Will11執誠Jf索リ|」（86.11）
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